
10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

16：00

18：00
17：00

8：00

9：00

8：00

9：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

15：00

第
1
日
目
（
10
月
8
日
／
金
）

第
2
日
目
（
10
月
9
日
／
土
）

第
3
日
目
（
10
月
10
日
／
日
）

15：00

10：00

11：00

12：00

13：00

14：00

16：00

17：00

15：00

19：00
20：00

サテライトセミナー
・（株）エイアンドティー・ロシュ・ダイアグノスティックス（株）・日本電子（株）

JCLS・JACLaS 合同交流会
論文賞，優秀演題賞，JACLaS Award，JACLaS International Award授賞式

サテライトセミナー
・（株）エイアンドティー・ロシュ・ダイアグノスティックス（株）・日本電子（株）

JCLS・JACLaS 合同交流会
論文賞，優秀演題賞，JACLaS Award，JACLaS International Award授賞式

ランチョンセミナー7
ルミパルスプレスト® iTACT® シクロスポリン」

の試薬性能と前処理技術

ランチョンセミナー 8
誰でもわかる！ 医療 DX2030で
検査室に求められること

ランチョンセミナー17
臨床検査の技術革新！一滴の血液が，
腎移植の薬物投与設計を可能にする

ランチョンセミナー18
災害時に合わせた臨床検査の対応

ランチョンセミナー19
1）スキャッタグラム解析で YLC 精度向上に挑む

2）スキャッタグラムとヒストグラムが示す道標 赤血球形態のパターン分析

ランチョンセミナー20
目からウロコ 検査室経営戦略

臨時社員総会
会員総会

学術委員会総会

機器・試薬セミナー
認定POCコーディネーター更新セミナー
POC コーディネーターの活動経験を
聞き問題点を共有しましょう

ランチョンセミナー 9
現状維持でホントに良いですか？

ランチョンセミナー10
日本の少子化対策の一助として

　不妊治療時の検査 

ランチョンセミナー11
POCTの質保証を
実践するためには？

ランチョンセミナー12
敗血症診療における

プロカルシトニンの位置付け

ランチョンセミナー13
HCV Duo（抗原 / 抗体同時スクリーニ
ング）が変える患者へのアプローチ

ランチョンセミナー15
どうしてる？採血待合
スペースの混雑緩和対策 

ランチョンセミナー16
甲状腺機能検査の pitfall

ランチョンセミナー1
あらゆる社会をデジタルトランス
フォーメーションするために

ランチョンセミナー2
インフルエンザ診断における

核酸検査の有用性

ランチョンセミナー4
1）持続可能で質の高い医療提供に向けて

2）当院での検体搬送システム Aptio Automation の新規導入による検査業務の更なる効率化

ランチョンセミナー3
激甚災害に備える！

ランチョンセミナー 5
散乱光分析はプロカルシトニンの感度を
どこまで上げることができるか？

ランチョンセミナー 6
前立腺癌診断におけるプロステートヘルスインデックス

（phi）の臨床的有用性と更なる可能性

医療情報技術セミナー
政府が推進する医療情報
連携ネットワークに向けての
臨床検査システムの在り方

生理検査技術セミナー
生理検査四分野の
外部精度管理を考える

国際交流シンポジウム 2
（JACLaS 共催）

No.1～7
脂質・リポ蛋白

No.44～49
採血・検体採取・前処理

JACLaS EXPO 2024
9:00～17:00

JACLaS EXPO 2024
9:00～17:00

JACLaS EXPO 2024
9:00～14:00

シンポジウム 1
臨床検査とAI

モーニングセミナー1
医療 DXで加速する臨床検査：デジタルバイオマーカーの展望

モーニングセミナー2
薬物血中濃度測定を基盤とした

個別化医療

教育講演 2
電子カルテの未来像

シンポジウム 3
難病に寄り添う臨床検査

シンポジウム 4
（私立医科大学臨床検査技師会 共催）

災害 ̶過去から未来へ
どれだけの教訓が活かせるか̶

国際交流シンポジウム 3
Young Scientists 
Symposium

特別講演 2
感染症新時代 ～臨床検査の
グローバル化を願って～

特別講演 1
（ウクライナからのメッセージ）

シンポジウム 2
臨床現場に生きる
微生物検査

RCPC
検査値を読むトレーニング

国際交流シンポジウム1
International SymposiumPOCセミナー（講演）

大量出血時の止血戦略と
POCT

POCセミナー（実技）
大量出血時の止血戦略と POCT をテーマに，
末梢血・凝固・線溶検査関連の POCT 対応

機器・試薬を使用した実習

血液検査機器
技術セミナー（講演）
ここまで進歩した

フローサイトメトリー検査

一般検査技術セミナー

微生物検査・感染症技術
セミナー（講演）

血液培養検査をもっと知ろう！ 
～検査のポイントとピットフォール～

遺伝子・プロテオミクス技術
セミナー（実技）
第1部　講演会編

遺伝子・プロテオミクス技術に関する
内容および見て触る体験ができる

最新機器・最新技術
第2部　実習編

遺伝子・プロテオミクス技術セミナー（講演）
遺伝子・プロテオミクス技術に関する内容および見て触る

体験ができる最新機器・最新技術

No.87～91
金属・電解質

No.105～108
POCT，その他（化学）No.92～97

腫瘍マーカー
No.98～104
先端検査・

フロンティア技術

No.109～115
内分泌

No.123～128
尿分析 1

No.129～135
尿分析 2

No.136～139
生理検査，第三者認定（ISOなど）

No.116～122
糖尿病マーカー

No.63～68
血球計数・形態 1

No.76～80
凝固・線溶1

No.69～74
血球計数・形態 2

No.81～86
凝固・線溶 2

No.140～145
感染症1

No.146～150
感染症 2

No.151～155
微生物検査

No.167～171
遺伝子

No.156～160
遺伝子・核酸（感染症）1

No.172～176
血中薬物

No.188～193
管理運営 1

No.204～210
海外演題，症例・事例報告

No.211～214
プロテオミクス・メタボロミクス

No.177～181
酵素

No.182～187
チーム医療・臨床支援，
医療情報システム

No.161～166
遺伝子・核酸（感染症）2

No.194～198
管理運営 2

No.199～203
装置の性能評価

No.6～9
糖尿病 2

第
１
日
目
（
10
月
4
日
／
金
）

第
２
日
目
（
10
月
5
日
／
土
）

第
３
日
目
（
10
月
6
日
／
日
）

10：10

10：50
11：00

10：40

11：40
11：50
12：00

12：50
13：00

14：00
14：10
14：30
14：40
14：50

17：00

16：00
15：50

16：30

15：00
15：30

8：00

8：50
9：00

10：30
10：0010：10

10：50
11：00
11：20
11：40
11：50

12：00

12：50
13：00

15：00
15：30

9：00

10：00
9：50

10：50
11：00
11：10

11：40
12：00

12：50
13：00

14：00
15：00
15：50
16：00

16：20

18：00
17：30

20：00

18：00

20：00

10：00
9：00

第１会場
（503号室）

第2会場
（501号室）

第3会場
（502号室）

第4会場
（301号室）

第5会場
（302号室）

第6会場
（303号室）

第7会場
（304号室）

第8会場
（311＋312号室）

第9会場
（313＋314号室）

第10会場
（315号室） 展示ホール

No.50～54
検査情報システム

（搬送，LAS，HIS）
微生物検査・

感染症技術セミナー
【実技】

ランチョンセミナー14
PCTガイド下抗菌薬治療は抗菌薬
適正使用の切り札になりえるか？

教育講演 1
高齢化社会への心構え：フレイルを背景とした
心不全 ～臨床検査のグローバル化を願って～

大会長挨拶

招待講演
1.Innovative Practices in Thrombosis and 

Hemostasis Detection
2.Laboratory Diagnosis of malaria using 

molecular approach

科学技術セミナー
極端値・パニック値への対応

No.8～13
肝炎マーカー

No.19～22
炎症マーカー2

No.23～27
炎症マーカー3，
心筋マーカー

No.14～18
炎症マーカー1

No.28～32
蛋白・含窒素・生体色素

No.33～38
自己抗体

No.39～43
精度管理

No.55～57
その他（血液）

No.58～62
輸血検査，免疫関連蛋白・検査（Ig，補体，QFTなど）

論文賞受賞講演


